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教祖130年祭 学生おぢばがえり大会

立教179年 3月28日 午前10時　 大会動員目標

全教会からの参加を目指して

１万人

お
た
す
け
に
繋
が
る
動
員

　
来
る
「
教

祖
百
三
十

年
祭 

学
生

お
ぢ
ば
が

え
り
大
会
」

へ
の
参
加
者
『
一
万
人
』
達
成
の

動
員
に
向
か
う
中
で
、
学
生
層
育

成
に
携
わ
る
私
達
が
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
最
も
大
切
な
一
点
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
昭
和
五
十
三
年
、
教

祖
九
十
年
祭
後
の
活
動
方
針
の
一

つ
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
『
若
年

層
育
成
の
推
進
』
の
思
い
を
受
け
、

「
道
の
将
来
を
担
う
学
生
層
の
育
成
」

を
目
的
に
発
足
し
た
学
生
担
当
委

員
会
に
は
、
「
次
代
を
担
う
よ
う

ぼ
く
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う

三
代
真
柱
様
の
思
い
が
掛
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
真
柱
様
は
学
生
担
当
委

員
会
発
足
三
十
年
記
念
学
生
担
当

者
大
会
の
席
上
で
、
「
先
に
道
に
引

き
寄
せ
て
頂
い
た
お
互
い
が
、
率

先
し
て
教
祖
の
思
召
に
添
っ
て
歩
み
、

自
ら
が
成
人
す
る
姿
を
通
し
て
、

自
分
よ
り
経
験
の
浅
い
者
を
、
少

し
で
も
教
祖
の
お
目
に
適
う
よ
ふ

ぼ
く
に
育
て
る
の
が
、
道
の
順
序

で
あ
る
」
と
お
話
し
く
だ
さ
れ
、

更
に
は
そ
れ
以
降
も
「
共
に
育
つ
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
っ
て
道

の
人
材
育
成
の
精
神
を
繰
り
返
し

お
仕
込
み
く
だ
さ
れ
て
き
た
。

　
つ
ま
り
、
ま
さ
に
「
若
年
層
育

成
は
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
今
回
の
一
万
人
動
員
へ

の
働
き
も
、
全
て
は
「
に
を
い
が
け
・

お
た
す
け
」
の
心
を
持
っ
て
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
動
員
と
は
「
声
が
け
」
で
あ
る
。

声
が
け
と
は
「
そ
の
人
を
真
実
た

す
か
る
こ
の
道
へ
と
導
く
」
こ
と

で
あ
り
、
ず
ば
り
「
お
た
す
け
」

で
あ
る
。
一
万
人
を
動
員
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
そ
の
人

が
「
た
す
か
る
道
へ
と
お
引
き
寄

せ
い
た
だ
け
る
！
　
助
か
る
！
」

だ
か
ら
こ
そ
動
員
に
励
む
の
で
あ
る
。

　
広
く
啓
蒙
活
動
に
励
む
こ
と
、

声
が
け
に
励
む
学
生
会
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
、
ま
た
会
長
さ
ん
方

へ
随
時
協
力
を
促
す
こ
と
な
ど
、

と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
役

割
の
上
か
ら
、
自
分
に
で
き
る
何

か
し
ら
の
形
で
、
「
我
が
事
」
と

し
て
こ
の
一
万
人
の
動
員
に
携
わ

る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
「
大
人
」
で
あ
る
私
達
お
互

い
の
学
生
に
対
す
る
『
当
然
の
務
め
』

で
あ
る
と
思
う
。

　
後
は
も
う
「
で
き
る
か
？
　
で

き
な
い
か
？
」
で
は
な
く
、
「
や

る
か
？
　
や
ら
ん
か
？
」
。
や
っ

た
ら
「
教
祖
は
お
喜
び
く
だ
さ
れ

る
」
の
で
あ
る
。
私
達
に
と
っ
て

こ
れ
以
上
大
き
な
励
み
は
な
い
。

　
ど
こ
ま
で
も
「
教
祖
に
お
喜
び

い
た
だ
け
る
」
こ
と
を
楽
し
み
に
、

動
員
に
臨
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
材
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成
部
　
委
員
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原
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立教178年

平成27年10月25日発行
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11
月
25
日
の
「
学
生
担
当
者
大
会
」
で
の
諸
連
絡
に

変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
尚
、
辞
令
交
付
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
教
区
】
　

・
長
野
　
　
　
11
月
1
日
13
時
～
　
　
　
　
教
務
支
庁

【
直
属
】

・
川
之
江
　
　
11
月
10
日
12
時
～
　
　
　
　
　
大
教
会

・
筑
紫
　
　
　
11
月
22
日
11
時
50
分
～
　
　
　
大
教
会

・
甲
府
　
　
　
11
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
　
大
教
会

・
城
山
　
　
　
11
月
22
日
11
時
20
分
～
　
　
　
大
教
会

・
池
田
　
　
　
11
月
23
日
12
時
10
分
～
　
　
　
大
教
会

・
淀
　
　
　
　
11
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
　
分
教
会

・
宇
仁
　
　
　
11
月
24
日
12
時
10
分
～
　
　
　
大
教
会

　
去
る
9
月
25
日
、
本
部
第
38
母
屋
1
階
食
堂
に
於
い

て
「
九
月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
45
教
区
、
111
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
佐
賀
　
　
　
9
月
2
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
　
42
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
委
員
出
向

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
錦
江
　
　
　
9
月
6
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
委
員
出
向

・
本
愛
　
　
　
9
月
13
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
谷
委
員
出
向

・
秋
津
　
　
　
9
月
15
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
日
光
　
　
　
9
月
18
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
東
　
　
　
　
9
月
20
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
委
員
出
向

・
秩
父
　
　
　
9
月
20
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
192
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
委
員
出
向

・
栗
太
　
　
　
9
月
20
日
　
分
教
会
　
　
　
　
　
145
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
委
員
出
向

・
東
濃
　
　
　
9
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
江
委
員
出
向

・
本
保
　
　
　
9
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
112
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
委
員
出
向

・
小
牧
　
　
　
9
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
府
内
　
　
　
9
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

《
立
教
178
年
9
月
25
日
付
》

・
宮
岡
元
樹
（
東
・
入
間
野
）

《
立
教
178
年
9
月
16
日
～
10
月
15
日
》

9
月
17
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
19
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品
・
発
送

　
　
24
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会
、
出
版
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会
、
明
日
の
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
会
議

　
　
25
日
　
委
員
会
、
教
区
担
当
者
懇
談
会
、
例
会
　

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
研
修
会
チ
ー
ム
会
議
　
　

　
　
28
日
　
学
生
連
絡
会
　

10
月
6
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
7
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議

　
　
　
　
　
要
員
育
成
室
会
議
、
学
生
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
8
日
　
委
員
会
、
学
修
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
9
日
　
委
員
会

　
　
12
日
　
学
生
連
絡
会

　
　
13
日
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
14
日
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議

　
　
　
　
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会
、
学
修
部
部
会

　
　
15
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

学生担当者報

１２

お
知
ら
せ

十
一
月
例
会

人
事

業
務
記
録

各
地
の
動
き

報
　
告

九
月
例
会

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

立教１７８年１０月２５日

芭曷



学生担当者報
立教１７８年１０月２５日

２

　
去
る
九
月
二
十
五
日
、
第
三
十
八
母
屋
に
於

い
て
、
四
十
二
教
区
か
ら
六
十
五
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
教
区
担
当
者
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
吉
川
委
員
長
は
「
十
年
前

の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
は
九
千
二
百
五
十

名
の
参
加
者
だ
っ
た
。
そ
の
時
に
学
担
を
務
め

て
い
た
先
生
方
が
『
惜
し
か
っ
た
ん
や
』
と
振

り
返
る
様
子
は
、
ど
こ
と
な
く
満
足
げ
。
私
た

ち
も
十
年
後
に
満
足
げ
に
話
を
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
今
、
そ
れ
だ
け
の
努
力
と
苦
労
と
、

悩
み
抜
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
今
年
の
教
区
団
体
の
参
加
者
数
は

昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
。
こ
の
勢
い
を
も
っ
て

来
年
の
『
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え

り
大
会
』
に
臨
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
引
き
続
き
、
二
名
の
教
区
委
員
長
の
活
動
発

表
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
大
分
教
区
学
生
担
当

委
員
会
矢
野
大
志
委
員
長
は
、
「
今
年
の
春
学

の
帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
で
、
『
来
年
は
一
人
が
一

人
の
参
加
者
を
お
連
れ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

数
で
お
ぢ
ば
へ
帰
り
た
い
』
と
提
案
し
た
ら
、

そ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
取
っ
て
く
れ
た
学
生
が
、

学
校
で
ク
ラ
ス
の
友
達
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
友
達

に
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
な

か
な
か
良
い
返
事
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
『
来

年
高
校
生
に
な
る
私
の
弟
を
な
ん
と
か
誘
お
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
交
通
費
を
作
る
た
め
に
、

実
は
私
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま

し
た
』
と
言
う
の
を
聞
い
て
泣
け
て
き
ま
し
た
」

と
、
簡
単
に
は
お
ぢ
ば
が
え
り
が
で
き
な
い
状

況
を
打
ち
明
け
た
上
で
、
「
い
く
ら
お
誘
い
し

て
も
断
ら
れ
続
け
る
と
、
『
動
員
目
標
な
ん
て

達
成
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
』
と
思
う
時
も
あ
る
が
、

を
や
の
声
を
頼
り
に
、
常
時
の
会
活
動
、
教
会

回
り
、
会
員
回
り
を
続
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
、

学
生
会
、
担
当
委
員
会
の
力
が
つ
い
て
く
る
」

と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
滋
賀
教
区
学
生
担
当
委
員
会
尾
﨑

道
彦
委
員
長
は
、
「
今
月
十
三
日
の
道
の
学
生

ひ
の
き
し
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
後
、
夕
方
に
は
『
自
分

の
中
で
一
番
充
実
し
た
活
動
だ
っ
た
。
め
っ
ち

ゃ
喜
ん
で
ま
す
』
と
言
っ
て
い
た
教
区
学
生
会

委
員
長
が
、
夜
中
に
『
委
員
長
を
辞
め
た
い
』

と
電
話
を
か
け
て
き
た
。
あ
る
学
生
か
ら
の
『
学

生
会
っ
て
こ
ん
な
に
も
楽
し
く
な
い
、
し
ん
ど

い
も
の
な
の
か
な
ぁ
』
と
い
う
メ
ー
ル
で
す
っ

か
り
落
胆
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
じ
っ
く

り
聞
い
て
相
談
に
乗
っ
た
結
果
、
学
生
会
委
員

長
が
そ
の
学
生
に
『
私
は
学
生
会
活
動
は
楽
し

い
と
思
う
。
で
も
イ
コ
ー
ル
自
由
で
は
な
い
。

自
分
の
楽
し
み
を
第
一
に
し
た
ら
、
普
通
の
サ

ー
ク
ル
以
下
。
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
学
生
会
に

し
た
い
か
ら
、
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
』
と
メ

ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
経
験
を
披
露

し
た
上
で
、
「
学
生
と
真
摯
に
関
わ
る
こ
と
は
、

労
力
も
時
間
も
必
要
だ
が
、
し
か
し
感
動
を
も

ら
え
る
。
何
よ
り
お
道
の
将
来
に
不
可
欠
な
御

用
で
あ
る
」
と
発
表
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
体
験
発
表
後
は
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大

会
」
動
員
の
上
で
の
ね
り
あ
い
を
行
い
、
更
に

そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
具
体
的
な
団

参
計
画
に
つ
い
て
も
相
談
の
場
を
持
っ
た
。

立
教
178
年
　
教
区
担
当
者
懇
談
会
　
開
催
報
告

学生担当者報
立教１７８年１０月２５日

３

大
学
生
の
集
い
　Work & Talk

　
開
催
報
告

Work & Talk 2015

～
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
～

　
十
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
群
馬
県
立
北

毛
青
少
年
自
然
の
家
を
会
場
に
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

W
o
r
k 

& 
T
a
l
k 

2
0
1
5 
i
n 

群
馬
」
が
開
催
さ
れ
、
六

十
七
名
（
内
、
ス
タ
ッ
フ
二
十
名
）
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
「
歩
み
続
け
よ
う
～
過
去
か
ら
の
継
続
・

現
在
か
ら
の
出
発
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
未
信
者
の
学
生
も
お
り
、
最
初
は

緊
張
と
戸
惑
い
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
進
む
に
つ
れ
、
班
に
も
馴
染
み
緊
張
も
ほ
ぐ

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
で
は
、
自
然
と
触
れ
合
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
、
お
道
に
つ
い
て
考
え
、
班
の
メ
ン
バ
ー
と

熱
く
語
り
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
今

回
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
、
自
分
の
こ
と
や
お
道

に
つ
い
て
本
音
で
語
り
合
う
学
生
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
二
日
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
様
子
を
ま
と
め
た
、
ふ
り
か
え
り
映
像
の

上
映
や
学
生
に
よ
る
感
話
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

～
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
～

　
十
月
十
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、
香
川
教
務

支
庁
を
会
場
に
「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

W
o
r
k 

& 
T
a
l
k 

2
0
1
5 

i
n 

香
川
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

「
誠
真
実
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
十
四
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
班
で
の
話
し
合
い
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、

夜
に
は
本
島
大
教
会
長
片
山
幹
太
先
生
の
講
話
を

頂
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
高
松
城
跡
の
玉
藻
公
園
に
行
き
、

各
班
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
と
い

っ
た
も
の
や
、
中
野
う
ど
ん
学
校
へ
行
き
、
う
ど

ん
を
実
際
に
手
作
り
体
験
す
る
と
い
っ
た
、
香
川

な
ら
で
は
の
行
事
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
学
生
た
ち

は
楽
し
み
な
が
ら
、
互
い
の
繋
が
り
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
こ
の
一
泊
二
日
で
得
ら
れ
た
こ
と
を

ふ
り
か
え
り
、
充
実
し
た
二
日
と
な
り
ま
し
た
。

～
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
～

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
富
山
教

務
支
庁
を
会
場
に
「
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

W
o
r
k 

& 
T
a
l
k 

2
0
1
5 

i
n 

富
山
」
が
開
催
さ
れ
、
「
心
の
た
す
か

り
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
六
名
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
参
加
の
学
生
と
あ
っ
て
、

初
め
は
緊
張
し
て
い
た
学
生
も
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の

仲
間
た
ち
と
出
会
い
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、

グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
く

に
つ
れ
て
、
互
い
に
打
ち
解
け
合
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
心
の
た
す
か
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
義
や
、

に
を
い
が
け
に
関
す
る
講
話
な
ど
が
あ
り
、
学
生

た
ち
は
担
当
者
の
先
生
方
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
に
を
い
が
け
の
講
義
の
後
に

は
実
際
に
神
名
流
し
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、
緊
張

し
つ
つ
も
勇
ん
で
つ
と
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
二
日
間
を
ふ
り
か
え
り
、
ま
た
来

年
開
催
さ
れ
る
「W

o
r
k
 
&
 
T
a
l
k

」
で
再
会
す
る
こ

と
を
誓
い
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
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道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
　
開
催
報
告

2015.09.13

　
年
祭
へ
、
大
会
へ
、
感
謝
と
喜
び
を
繋
い
で

 立教178年道の学生ひのきしんＤＡＹ　参加人数集計

　
今
年
、
学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
を
受
講
し
て
く

れ
た
そ
の
子
は
、
中
学
時
代
は
不
登
校
気
味
で
、
様
々

な
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
何
と
か
こ
の
学
修
を
き
っ
か

け
に
心
の
向
き
が
変
わ
れ
ば
と
、
必
死
に
誘
い
、
見
事

受
講
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
修
後
、
そ
の
子

か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
小
さ
く
て
薄
く

て
弱
々
し
い
文
字
な
が
ら
、
学
修
で
素
晴
ら
し
い
仲
間

に
出
会
え
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
や
、
感
謝
の

言
葉
が
び
っ
し
り
と
書
か
れ
て
い
た
。
嬉
し
さ
と
あ
り

が
た
さ
に
只
々
感
激
し
た
。

　
学
生
会
行
事
で
は
、
わ
ず
か
な
期
間
で
あ
り
な
が
ら
、

鮮
や
か
な
ご
守
護
を
お
見
せ
い
た
だ
く
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
普
段
の
に
を
い
が
け
・
お
た
す

け
の
勇
み
の
種
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
学
生
に
は
理

解
し
に
く
い
ご
守
護
の
姿
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
、
親
神
様
が
大
き
な
親
心
で
お
見
せ
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

　
来
年
は
教
祖
百
三
十
年
祭
。
こ
こ
で
力
を
入
れ
な
い

わ
け
に
い
か
な
い
。
委
員
長
は
終
え
た
が
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
に
ご
守
護
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
声
掛
け
に
励
み
た
い
。

　
　
　
　
立
野
堀
大
教
会
前
学
担
委
員
長
　
森
田
道
明

　
九
月
十
三
日
、
「
年
祭
へ
、
大
会
へ
、
感
謝
と
喜

び
を
繋
い
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
道
の
学
生
ひ
の

き
し
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
開
催
さ
れ
、
一
六
六
一
名
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
十
月
二
十
日
現
在
集
計
）

○
神
奈
川
教
区
学
生
会

　
神
奈
川
教
区
学
生
会
で
は
、
横
浜
市
内
に
あ
る
清

水
ヶ
丘
公
園
で
の
ひ
の
き
し
ん
に
、
三
十
四
名
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
学
生
も
、
自
然
に
囲
ま
れ

た
中
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
身
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
少
し
ず
つ
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
続
い
て
班
毎
に
昼
食
を
食
べ
終
え
た
後
、
ひ

の
き
し
ん
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
親
神
様
か
ら

お
借
り
し
て
い
る
身
体
を
精
一
杯
使
わ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
ね
り
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
た
ち
は

公
園
内
の
落
ち
葉
を
箒
を
使
っ
て
集
め
る
な
ど
、
清

掃
ひ
の
き
し
ん
に
励
み
ま
し
た
。

　
ま
た
閉
会
式
で
は
、
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
や
「
大
学
生
の
集
い 

W
o
r
k
 

&
 
T
a
l
k

」
の
説
明
が
あ
り
、
学
生
た
ち
は
積
極
的
に

学
生
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
や
、
年
祭
に
、

そ
し
て
大
会
に
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
お
ぢ
ば
へ

帰
り
集
う
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
合
い
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

○
髙
安
学
生
会
　

　
髙
安
学
生
会
で
は
、
十
五
名
の
学
生
が
ひ
の
き
し

ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
参
加
し
ま
し
た
。
髙
安
大
教
会
に
集
ま

り
、
午
前
中
は
、
簡
単
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

行
い
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
大
教
会
の
記
念
建
物
と

い
う
、
大
変
貴
重
な
場
所
で
、
除
草
ひ
の
き
し
ん
を

行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
青
年
会
の
「
全
分
会
布
教
推
進
週

間
」
に
合
わ
せ
、
学
生
全
員
で
勇
ん
で
神
名
流
し
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
河
学
生
会
と
の
交
流
会

を
行
い
、
他
の
直
属
の
学
生
と
も
親
睦
が
深
ま
っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

、
、
、
、
、

、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、

参加人数 参加人数

おやさと 京都 42
 （天理高校用木コース・  　大阪　 134
 河原町大教会を含む） 兵庫

北海道 59  （西宮大教会を含む）

青森 4 奈良

岩手 4  （郡山・敷島・櫻井・城法・

宮城 17  五條・秋津大教会を含む）

秋田 2 和歌山

山形 4  （紀陽大教会を含む）

福島 21 鳥取 8

 　新潟　 20 島根 4

 　石川　 岡山 34
 （鹿島大教会を含む） 広島 9

富山 延期 山口

福井 6  （防府大教会を含む）

茨城 10 徳島 7

群馬 9 香川 6

埼玉 64 愛媛 11

千葉 26 高知 5

東京 福岡 40
 （淺草大教会を含む） 佐賀 12

神奈川 34 長崎 13

山梨 4 熊本 22

長野 27 大分 14

栃木 10 宮崎  3

静岡 19 鹿児島 10

岐阜 10 沖縄 13

愛知 62 台湾 15

 　三重　 53 アメリカ 11

滋賀 30

240

59

142

47

12

38

51

 （10月20日現在集計） 合計 1661

参加人数 参加人数

船場大教会 13

大森町大教会

北大教会 1

伊野大教会 8

中河大教会 22

肥長大教会 10

髙安大教会 14

府内大教会 4

越乃國大教会 9

仙臺大教会 5

生野大教会 14

東海大教会 10

東愛大教会 10 本愛大教会 11

神崎大教会 2

神川大教会 3 宇佐大教会 10

朝倉大教会 6

5

大原大教会 7

■教区

■直属
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九
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、
本
部
第

十
二
母
屋
を
宿
舎
に
、
「
立
教
百
七
十
八
年
秋
期

直
属
学
生
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
は
、
「
道
の
学
生
が
直
属
学
生

活
動
の
意
義
を
認
識
し
、
道
の
学
生
と
し
て
の
意

識
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
天
理

教
学
生
会
直
属
部
が
主
催
し
た
も
の
で
、
参
加
者

五
十
六
名
、
ス
タ
ッ
フ
三
十
八
名
、
計
九
十
四
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ま
ず
全
体
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
行
い
参
加
者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
自
身
の

信
仰
に
つ
い
て
や
、
直
属
学
生
活
動
の
意
義
を
考

え
、
一
人
ひ
と
り
が
教
会
に
繋
が
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
夜
に
は
、

各
直
属
で
今
後
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
ゲ
ー
ム
講
習
会
を
行
い
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
学
生
担
当
委
員
会
木
村
信
也
委

員
の
講
話
の
後
、
年
祭
に
向
け
て
の
理
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
に
を
い
が
け
の
時
間
が
持
た
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
十
二
母
屋
か
ら
四
つ
の
ル
ー
ト
で
神

名
流
し
を
行
い
、
そ
の
後
、
天
理
駅
前
で
路
傍
講

演
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
て
を
ど
り
を
つ
と
め
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
陽
気
に
勇
ん
で
つ
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
「
教
祖
百
三

十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
の
一
万
人
の

動
員
目
標
達
成
に
向
け
て
、
積
極
的
な
動
員
活
動

を
進
め
る
意
識
を
高
め
合
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
こ
の
講
習
会
を
通
し
て
、
教
祖
百

三
十
年
祭
、
ま
た
そ
の
先
の
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
に
向
け
て
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

立
教
百
七
十
八
年

秋
期
直
属
学
生
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

開
催
報
告

学生担当者報
立教１７８年１０月２５日

対　　　象　大学生、大学院生、短大生、専門学校生で

　　　　　　　全期間参加できる者

期　　　間　立教179年1月4日（月）～7日（木）

受　　　付　1月4日12時30分（時間厳守）

　　　　　　　本部第12母屋

　　　　　　　　※学生証提示のこと

　　　　　　　　※昼食を済ませて集合してください

解　　　散　1月7日16時（予定）本部北2駐車場

宿　　　泊　本部第38母屋または第12母屋

募集人員　300名

参 加  費　2,000円（教区・直属学生担当委員会に納め　

　　　　　　　てください）

内　　　容　ひのきしん（給仕・会場誘導・その他）、

　　　　　　　学生ひのきしん隊の運営、他

申込方法　教区・直属学生担当委員会まで、参加費・　

　　　　　　　返信用封筒（12月21日以降に受け取れる住　

　　　　　　　所、氏名、郵便番号を記入し、82円切手を

　　　　　　　貼付のこと）を添えて申し込んでください。

　　　　　　　12月26日以降にキャンセルされた場合、参

　　　　　　　加費は戻りませんのでご了承ください。

　　　　　　　※保護者の承諾書、健康調査カード（後日　

　　　　　　　　郵送）に必要事項を記入の上、必ず受付

　　　　　　　　時にご提出ください。

申込締切　12月15日本部学生担当委員会事務局必着

　　　　　　　※申込書に【世話班・大学生班】のいずれ

　　　　　　　　かを希望してご記入ください。世話班、大　

　　　　　　　　学生班班長を担当する方には、下記の

　　　　　　　　直前研修会に参加していただくことになり

　　　　　　　　ます。

《直前研修会のご案内》
日　　　時：1月4日9時（集合・受付）時間厳守

場　　　所：本部第12母屋

研修内容：ひのきしん内容、世話班・大学生班

　　　　　　　班長の役割について

対　　　象　高校生で全期間参加できる者

期　　　間　立教179年1月4日（月）～7日（木）

受　　　付　1月4日14時30分（時間厳守）

　　　　　　　本部第38母屋または第12母屋

　　　　　　　　　※生徒証提示のこと

解　　　散　1月7日16時（予定）本部北2駐車場

宿　　　泊　本部第38母屋または第12母屋

募集人員　300名

参 加  費　2,000円（教区･直属学生担当委員会に納め

　　　　　　　てください）

内　　　容　ひのきしん（給仕・会場誘導・その他）、

　　　　　　　別席、親睦行事、他

申込方法　教区・直属学生担当委員会まで、参加費・

　　　　　　　返信用封筒（住所、保護者氏名、郵便番号

　　　　　　　を記入し、82円切手を貼付のこと）を添えて

　　　　　　　申し込んでください。

　　　　　　　12月26日以降にキャンセルされた場合、

　　　　　　　参加費は戻りませんのでご了承ください。

　　　　　　　※病院受診についての同意書、健康調査カ

　　　　　　　　ード（後日郵送）に必要事項を記入の上、

　　　　　　　　必ず受付時にご提出ください。

申込締切　12月15日 本部学生担当委員会事務局必着

◎期間中に別席を運ぶ方は席札を持参してください。

　 尚、初めて別席を運ぶ方は願書などが必要となります

　 ので教会と相談の上、必ず『別席の誓いの言葉』を覚

　　えてくるようにしてください。

◎団体行動ですので、飲食物及び、ポータブルオーディ

　オ、ゲーム等は持ち込まないでください（差し入れもで

　きません）。

◎ひのきしん中の携帯電話・スマートフォンの使用はご   

　 遠慮ください。

◆参加するにあたっての注意事項◆

大
学
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用
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立教178年HARP研修会 開催案内
この度、下記の通り「ＨＡＲＰ研修会」を開催いたします。

各種育成行事の充実のために、学生層育成に関わる方はぜひ一度、ご受講ください。また、

学生層育成を担う人材づくりの上から、婦人会、青年会、少年会に携わる皆様にも幅広くお

声がけください。

◎日　時　　立教178年11月26日(木)～28日(土)

　　　　　　　集　合：26日　 13時30分　第12母屋

　　　　　　　解　散：28日　 11時45分　第12母屋

◎会　場　　第12母屋

　　　　　　第8･9母屋

◎定　員　　150名

◎受講費　　4,000円

◎携行品　　・ハッピ、保険証、その他合宿で必要なもの

　　　　　　・女性の方はズボン着用でご集合ください。

　　　　　　・〈HARPトレーナーコース〉受講の方で、

　　　　　　　『HARP～確かな理解とその使い方～』をお持ちの方はご持参ください。

　　　　　　　　【当日、会場でも販売します(500円）】

◎コース内容

　◆育成行事支援コース

　　ねらい：プログラムの体験を通して各種育成行事の企画、立案への意識を高める

　　内　容：エクササイズ体験、講義、プログラム構成の解説、ウォーミングアップの

　　　　　　体験及び実践

　　対象者：育成に携わる方 

　◆HARP体験コース

　　ねらい：HARPの有効性を体験する

　　内　容：エクササイズ体験、講義

　　対象者：HARP研修会の受講経験のない方

　◆HARPトレーナーコース

　　ねらい：エクササイズのねらいや進め方を学ぶトレーナーとしてメンバーとの関わ

　　　　　　り方を学ぶトレーナーとしての資質を高める

　　内　容：エクササイズ体験、トレーナー体験、ポイント解説、講義

　　　　　　　※体験したことのあるエクササイズのトレーナーをしてもらいます

　　対象者：HARP研修会または、各教区・直属HARP講習会を受講した方

◎注意事項(予め受講者への周知徹底をお願いいたします)

　　・研修会の性質上、遅刻・早退を含め変則的な受講はお断りします。

　　・研修に影響をきたしますので、期間中の飲酒は慎んでください。

◎申し込み

　　・申込用紙に受講費を添え、学生担当委員会事務局までお申し込みください。

　　・11月17日（火）締め切り(定員になり次第締め切ります)。

　　・キャンセルの場合、必ずご連絡ください。11月25日以降のキャンセルについては

　　　受講費の返却はできませんのでご了承ください。

◎お問い合わせ

　　天理教学生担当委員会事務局

　　Tel　0743-63-1511(内線5817)　0743-63-2489（直通）

立教１７８年１０月２５日 立教１７８年１０月２５日

参加者の声

◎学生層の育成を担当する年齢からは離れてきたと、自分自身では思っていたのですが、

　今後は直接関わっていく年代の人たちの良きアドバイザーになりたいと、新しい役割

　に気づかせてもらいました。（HARP体験コース）

◎今回学んだことを、女子青年の活動でも活用したいと思いました。お道をもっと好き

　になってくれる人が増えるように、がんばりたいです。（HARP体験コース）

◎研修会に参加している皆さんの、学生に対する「気持ち」に感じ入りました。だから、

　思いやり・寛大な心・アドバイス・人を見る視点など、私にとってお手本になる姿が

　たくさんありました。（HARPトレーナーコース）
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立教178年 冬期直属学生リーダー講習会開催要項 立教178年 冬期教区学生リーダーの集い開催要項

【趣　　　旨】　　　道の学生がおぢばに帰り集い、直属学生活動の意義を認識し、今後の活動

　　　　　　　　　　を充実させていく上での糧となるようつながりを持ち、道の学生のリーダ

　　　　　　　　　　ーとしての意識向上を図る。また、年祭、大会へ共に成人して向かって　

　　　　　　　　　　いくことを決意する。

【日　　　程】　　　12月19日（土）９時30分集合、12月20日（日）16時解散予定

【対　　　象】　　　各直属教会・教区学生会のリーダー層（高校・大学生層）

　　　　　　　　　　　※学生会が結成されていない直属教会からも是非ご参加ください。

　　　　　　　　　　　※各直属教会・教区学生会３名まで

【参　加　費】　　　１人　1,000円（当日にお持ちください）

【宿　　　舎】　　　本部第12母屋

【内　　　容】　　　講話、第53期天理教学生会委員長の所信表明演説、

　　　　　　　　　 練り合い「直属学生活動の意義」「教祖130年祭について」「教祖130年祭

　　　　　　　　　　　　　　　学生おぢばがえり大会について」

【締　　　切】　　　12月７日（月）締切

【問い合わせ】　　　天理教学生担当委員会事務局　TEL 0743-63-2489　　FAX 0743-62-5780

　※全日程の参加を原則とします。やむを得ず遅刻、早退、中抜けする必要がある場合は、必ず

　　前もってご相談ください。

【趣　　　旨】　　　道につながる学生リーダーがおぢばに帰り集い、改めて年祭の意義を心に

　　　　　　　　　　治めおたすけを実践していく。そして、「教祖130年祭 学生おぢばがえり

　　　　　　　　　　大会」に向けて、趣旨・テーマを改めて心に治め、全国の仲間と心を一つ

　　　　　　　　　　に揃え、確実な一歩を踏み出す。

【日　　　程】　　  12月23日（水）14時集合、12月25日（金）16時解散

【対　　　象】　　　各教区学生会・直属教会の委員長及びリーダー層（高校・大学生層）

　　　　　　　　　　　※学生会が結成されていない直属教会からも是非ご参加ください。

　　　　　　　　　　　※各教区学生会・直属教会4名まで

【参　加　費】　　　１人　1,500円（当日にお持ちください）

【宿　　　舎】　　　本部第12母屋

【内　　　容】　　  『教祖130年祭 学生おぢばがえり大会に向けての談じ合い』、

　　　　　　　　　  『第53期天理教学生会委員長の所信表明演説』

【締　　　切】　　　12月５日（土）締切

【問い合わせ】　　　天理教学生担当委員会 事務局　TEL 0743-63-2489　　FAX 0743-62-5780

※全日程の参加を原則とします。やむを得ず遅刻、早退、中抜けする必要がある場合は、必ず前

　もってご相談ください。

　来る11月25日、学生担当者の総会ともいうべき「学生担当者大会」を下記の通り開催いたしま

す。教祖130年祭、「教祖130年祭 学生おぢばがえり大会」を迎えるにあたり、表統領中田善亮先

生よりご講話をいただきます。また、「教祖130年祭 学生おぢばがえり大会」の動員についての

相談の場を設けたいと存じます。

【日　時】　立教178年11月25日(水)13:00開始　(受付12:15～)

【会　場】　本部第二食堂

【対　象】　教区・直属担当委員長、委員、支部担当者、学生層育成に携わる者

【内　容】　・表統領中田善亮先生ご講話

　　　　　　・委員長挨拶

　　　　　　・パネルディスカッション

11月例会に代えて、当日12:40より諸連絡を行います。教区・直属担当委員長は事前にお集まり

ください。　

立教178年 学生担当者大会のご案内

立教１７８年１０月２５日 立教１７８年１０月２５日

☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者

11月7日13時～8日16時 教務支庁千葉 峯﨑 淳一

11月14日14時～15日14時 教務支庁佐賀 河野 幸俊

11月22日14時～23日14時 北稜分教会
北海道

※函館ブロック
甲谷 勢一朗

「まなびば」開催会場一覧　《11月開催分》


